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１ 組織の概要（認証・登録の範囲） 

 

(1) 事業者名及び代表者氏名 

株式会社サービスセンター 

代表取締役 伊達 護 

 

(2) 所在地 

〒723-0016 広島県三原市宮沖５丁目８番２４号 

環境管理責任者   堀 宏敬（取締役常務） 

連絡先   0848－63－0022 

 

(3) 事業活動の概要 

  ① 建物の管理・清掃 

  ② 設置設備保守・修繕・設置 

  ③ 指定管理施設の管理 

  ④ 通報監視システムの構築・カメラの設置 

 

(4) 事業規模等 

売上高  665 百万円 

従業員数 89 人 

床面積  388.8 ㎡ 

 

（6）担当連絡先 

   総務係 総務 MG 迫 強介 

   Ｔｅｌ （0848）63－0022 

   ｅ・ｍａｉｌ k.sako@service-center.co.jp 
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環 境 経 営 方 針 

【環境経営理念】 

 当社は、既設建築物の維持管理、修繕を主として行うビルメンテナンス会社であり、建築

物の所有者やそれを利用する方々とともに地球温暖化問題への取り組みや循環型社会の形

成に積極的に貢献してまいります。 

そのために事業活動のあらゆる面で、環境負荷の低減を図るために、環境経営システムを

構築・運用し、役員、従業員が一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。 

 

【環境保全への行動指針】 

１.環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。 

２.具体的な取り組みとして、次のことを推進します。 

(1) 電力・ガソリン・ガスの使用量の削減 

(2) 現場等での建設リサイクル、環境に配慮した収集運搬に取組み、再生資源の利用

を推進します。 

(3) 節水の励行 

(4) 環境に配慮した省エネ型機械器具の設置の提案、販売を推進します。 

 

 

 

２０２３年６月３０日 

株式会社サービスセンター 

代表取締役 伊達 護 
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環境実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

本社

総務係 業務部設備係 業務部管理係
MG　迫強介 MG柳原啓陽 MG村上晃一

指定管理部門
本社　設備担当者 管理部門担当者 本社担当者

各現場担当パート従業員

システム担当者
パート従業員

業務部清掃係
SMG横山武之

システム開発係
MG貞森則保

代表者：代表取締役社長

伊達 護

環境管理責任者

常務取締役堀 宏敬

事務局

取締役部長伊達 正峰
防災担当

取締役兼広 一真

環境推進委員会

 

 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

防災担当

代表者（社長）

環境管理責任者

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

役割・責任・権限

・環境経営レポートの確認
・環境経営計画の実施結果を代表者へ報告

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営方針の策定

・環境経営システムの構築、実施、管理

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・自部門に関連する環境経営の実施及び達成状況の報告
・自部門の環境上の緊急事態の想定と対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成

・環境管理責任者の補佐
・環境経営レポートの作成、公開

・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む）

・環境経営目標、環境経営計画案の審議
・環境経営の実施状況の評価、見直し
・環境教育の内容検討、実施結果の評価

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

環境事務局

環境推進委員会

部門長（マネージャー）

全従業員

・環境経営に関する統括責任
・経営における課題とチャンスの明確化

・実施体制の構築

・環境経営レポートの承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
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環境経営目標 

環境経営方針・環境への負荷の自己チェックの結果などを踏まえて 

「環境経営目標」を以下のとおり定めました。 

※1 2023 年度目標は、2020 年度実績、2022 年度実績をもとに設定しました。 

電気は、2020 年度比 86.5％、ガソリンは、2022 年度大幅な削減が達成したので、2020 年

度比 70.0％、ＬＰＧは、2022 年度比 99.0％としました。廃棄物、水道は、前年同期（2022

年度実績）としました。 

※2 二酸化炭素排出係数は調整後の 0.636Kg-CO2/ｋｗｈ（中国電力係数比）を用いた。 

 

項目 
2021 年度目標 

（2020 年度実績) 

2022 年度目標 

（2021 年度実績） 

－ 

2022 年度実績 

2023 年度目標 

（2020 年度比） 

＜2022 年度比＞ 

二
酸
化
炭
素 

排
出
量
の
削
減 

電力使用

量の削減 

51,276 kWh 

32,611.54kg-CO2 

46,726 kWh 

29,717.10 kg-CO2 

44,576 kWh 

28,350.34kg-CO2 

44,353.13 kWh 

（0.865） 

28,208.59kg-CO2 

ガソリン

使用量の

削減 

13.632 L 

31,626.24kg-CO2 

12,939.36 L  

30,019.32kg-CO2 

7,339.95L 

17,028.68kg-CO2 

9,542L  

（0.700） 

22,137.44kg-CO24 

LPG 

使用量の

削減 

6,934 ㎥ 

14,977.44kg-CO2 

7,168 ㎥ 

15,482.88kg-CO2 

7,898 ㎥ 

17,059.68kg-CO2 

7,820 ㎥ 

＜0.990＞ 

16,891.20kg-CO2 

合計 
79,215.22 

kg-CO2/L 

752,193.0 

kg-CO2/L 

62,438.70 

kg-CO2/L 

67,237.23 

kg-CO2/L 

一般廃棄物の 

削減 
4,890ｋg 2,520ｋg 2,027ｋg 

2,027ｋg 

＜1.000＞ 

産業廃棄物の 

排出削減 
8,040ｋg 7,680ｋg 3,696ｋg 

3,696ｋg 

＜1.000＞ 

水道使用量の 

削減 
619 ㎥ 560 ㎥ 484 ㎥ 

484 ㎥ 

＜1.000＞ 

化学物質 

使用量の削減 
－ 

・使用量の把握  

・仕入れ・在庫の確認 

省エネ機器の 

提案や販売 
－ 

・見積もり及び仕様書の把握 

・仕入れ、売上の管理 

・件数目標：３０件 
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環境経営計画 

項目 環境経営目標 2022 年度（2022.5～2023.4）環境経営計画 

Ⅰ二酸化

炭素の排

出項目の

内訳 

（1）電力使用量の削

減 
①空調温度の適正化（冷房 28℃暖房 20℃） 
②不要照明の消灯 
③設備の空運転禁止 

（2）ガソリン使用量

の削減 
①不要なアイドリングストップ    
②急加速・急停車の防止    
③効率的な移動 

（3）ＬＰＧ使用量の

削減(事務所) 
①GHP（ガスヒートポンプエアコン）の温度管理の徹

底 
②不要保温時間の短縮                     

③扇風機、サーキュレーターの活用 

Ⅱ廃棄物

排出量削

減 

（1）一般廃棄物の削

減 
①分別によるリサイクルの推進 
②ミスコピーの防止                      

③裏紙の使用 

（2）産業廃棄物の削

減 
各現場での廃棄物の分別の細分化、リサイクルの徹底 

Ⅲ水使用

量の削減 
水道水使用量の削減 ①節水の周知徹底    

②節水シールの貼り付けとポスター掲示    
③清掃時・手洗い時の節水 

Ⅳ化学物

質使用量

の削減 

化学物質使用量の削

減 
実態調査し、使用量、在庫管理を行う 

Ⅴ省エネ

機器の提

案・販売 

省エネ機器の提案・

販売 
実態把握を今年度より実施し、取り付けの件数の増加

を目指す 
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  年間スケジュール（ 標  準 ） 

２０２２年度（2022.05～2023.04） 

No 項 目         月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4  備   考 

2 
経営における課題とチ
ャンスの整理・明確化 

○              

3 環境経営方針（見直し）     〇   〇     〇  

4 
環境負荷・取組状況 
の把握・評価 

   ○          
様式１ 
様式２ 

5 
環境関連法規等の 
取りまとめ 

    
  

       様式３ 

13 遵守評価      〇         

6 
環境経営目標の策定 
（次年度目標策定） 

            〇 様式４ 

6 
環境経営計画の策定 

（次年度計画策定） 
〇             様式５ 

10 実施               

13 
取組状況の確認 

○部門長、◎環境責任者 
 
 

○ 
 

○ 
 

○ 
 

○ 

 

○ 

◎ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

◎ 
 

様式５ 

様式１１ 

（日常点検記録） 

 問題の是正              様式６（是正記録） 

7 実施体制（見直し）       〇        

8 
教育・訓練 

（新入社員は随時） 
〇             

様式７ 

（教育・訓練記録） 

9 
環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ              

様式８ 

（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ記録） 

環境経営ﾚﾎﾟｰﾄ作成    ○           

11 
環境上の緊急事態 

への準備及び対応 
             

【対応手順書】 

様式９ 

               (緊急事態記録) 

12 
環境関連文書及び 

記録の作成・整理 

 
            

【文書・記録一覧

表】 

14 
代表者による全体 

の評価と見直し 
    ○     ○    

様式１０ 

（見直し記録） 

必要に応じ、是正処置を実施 

随     時 

随     時 

（訓練） 

随     時 

法改正にあわせ、適宜改正 
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環境関連法規表と遵守結果 

 

法規制等の名称 
該当する要求事項 

（対応すべき事項） 
対応先 結果 

産業廃棄物処理法 

一廃収集業者の許可の確認 広島県 〇 

委託基準：産廃収集運搬・処理業者の許可の確認、契約 発注者 〇 

マニフェスト交付（自社排出運搬のため交付無し） 発注者 〇 

産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 広島県 〇 

処理の状況について確認の努力義務 発注者 〇 

自社による運搬時の表示 発注者 〇 

水質汚濁防止法 油及び有害物質の流出事故時の措置と届出 
三原市 

発注者 

〇 

事故無 

浄化槽法 
保守点検、清掃、記録の保管（3 年間） 

定期水質検査 

広島県 

発注者 
〇 

消防法 指定数量未満の危険物保管の扱い  〇 

グリーン購入法 できる限り環境物品等を選択するよう努める  〇 

悪臭防止法 規制地域内で、特定悪臭物質の排出基準を遵守 発注者 〇 

家電リサイクル法 
特定家庭用機器をなるべく長期間使用 

再商品化に必要な料金の支払い 

発注者 

取引先 
〇 

小型家電 

リサイクル法 

分別し、再資源化を適正に実施するものに引き渡すよう

に努める 

発注者 

取引先 
〇 

 

※ 過去３年間において、関係当局からの違反・訴訟はありません。 
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 実   績 

 2022 年 5 月～2023 年 4 月の状況    

電力係数 0.636kg-CO2/kWh を使用しています。 

項目 目標値（前年同期） 実績 評価 

二 酸 化

炭 素 排

出 量 の

削減 

電力使用量の削減 29,717.10kg-CO2 28,350.34kg-CO2 ○ 

ガソリン使用量の削減 30,019.32kg-CO2 17,028.68kg-CO2 〇 

LPG 使用量の削減 15,482.88kg-CO2 17,059.68kg-CO2 × 

合  計 75,219.30g-CO2 62,438.70kg-CO2 〇 

一般廃棄物の削減 2,520.00kg 2,027.00kg ○ 

産業廃棄物の削減 7,680.00kg 3,696.00kg 〇 

水道使用量の削減 560.00 ㎥ 484.00 ㎥ 〇 

化学物質使用量の把握  

清掃：剥離剤

176.4kg 

設備：フロン額 

   回収 325.63kg 

   充填 133.60kg 

〇 

省エネ機器の提案・販売 － 

設備：提案・販売件

数 

管理：提案１０件 

〇 

※ 二酸化炭素総排出量（軽油 46.65Kg-CO2 含む）は 62,485.35Kg-CO2 である。 

 

代表者による全体評価と見直しの結果 

 二酸化炭素の排出量、廃棄物の削減水道使用量の削減ともにまずまずの成果を上げるこ

とができたと考える。 

 使用料金の値上がりによる経費上昇を省エネという手段で対応できたのには、十分な手

ごたえを感じている。 

 しかしながら、LPG の使用量の削減は思うようにいかなかったのが、残念に思える。 

  原因としては、夏季の猛暑による使用量が、増加、温度の管理の不徹底があげられる。 

 今後、温度管理の徹底を図り、CO2 の排出量の削減を周知することを継続して行うものと

する。 

 工事修繕の関係では、省エネ商品主に LEDへの証明の入れ替えを継続して提案している。 

 今年度も照明入替においては、１５件、エアコンの新設、更新については２７件の受注を

こなしている。 

   当初の省エネ計画も３年の最終年となるため、エネルギー管理、事業行動計画を細かく

チェックしながら、EA21 の行動計画を遂行していきたいと考える。 
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２０２２～２０２３ CO2 排出量対比表 
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次期環境経営目標及び環境経営計画 

 

 EA21 への登録を行い、コスト削減を図り取り組んだ結果全表記の通りある程度の結果は出

てきていると考える。 

 ここ１、２年コロナ禍のなか修理部品、清掃素材等の供給に支障が出てきている。この為

仕入れコストの上昇が顕著になってきている。 

 事業の安定を目指すためにも、電力、ガソリン、LPG の使用量の削減は必須の項目となっ

てきている。 

前年の結果をもとに、達成できている目標に対しては、計画年度そのままで、未達の部分

は２０２３年度を再度目標として定める（ ｐ６参照 ）。 

経 営 環 境 方 針 

１．エネルギー使用量の削減 

  ① 電力使用量削減 

① ガソリン使用量削減 

② ガスの使用量削減 

２．産業廃棄物排出量の削減 

  ① 一般廃棄物の削減。 

  ② 産業廃棄物排出の削減  

３．水使用量の削減  

４．環境に配慮した新製品の拡大 

  ① 省エネ製品（LED 照明、エアコン）の拡販 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分別、リサイクルの徹底 
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2023 年度 次期環境経営計画表 

 

項目 環境経営目標 2022 年度（2022.5～2023.4）環境経営計画 

Ⅰ二酸化

炭素の排

出項目の

内訳 

（1）電力使用量の削

減 
①空調温度の適正化（冷房 28 度、暖房 20 度） 
②不要照明の消灯 
③設備の空運転禁止 

（2）ガソリン使用量

の削減 
①不要なアイドリングストップ    
②急加速・急停車の防止    
③効率的な移動 

（3）ＬＰＧ使用量の

削減(事務所) 
①GHP（ガスヒートポンプエアコン）の温度管理の徹

底 
②不要保温時間の短縮                     

③扇風機、サーキュレーターの活用 

Ⅱ廃棄物

排出量削

減 

（1）一般廃棄物の削

減 
①分別によるリサイクルの推進 
②ミスコピーの防止                      

③裏紙の使用 

（2）産業廃棄物の削

減 
各現場での廃棄物の分別の細分化、リサイクルの徹底 

Ⅲ水使用

量の削減 
水道水使用量の削減 ①節水の周知徹底    

②節水シールの貼り付けとポスター掲示    
③清掃時・手洗い時の節水 

Ⅳ化学物

質使用量

の削減 

化学物質使用量の削

減 
①使用量の把握 
②仕入れ、在庫管理 

Ⅴ省エネ

機器の提

案・販売 

省エネ機器の提案・

販売 
①見積もり及び仕様書の把握 
② 仕入れ、売上の管理 
③件数目標：20 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


